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 b）ネッツトヨタ南国の企業研究シート  グループディスカッション役割分担者が提出
 C）志望先の「企業研究シート」途中経過 全員 提出者全員
 d）志望先へ提出する「エントリーシート」 途中経過 全員 提出者全員









               「①志望先の規範  棄
恥一11
②志望先のビジネズモデ   ト
ル＆求める人材      」
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福井大学大学院教育学研究科 教職開発専攻
   ・情報収集の量と精度
   ・各項目に相応しい情報が埋められているか
   ・各項目問の関係性を理解して「ビジネスモデルの特徴」を導き出しているか
   ・なぜそのようなr人材要件」になるのかの検証
  ②「エントリーシート」
  a）自分を表現する→物語る
   ・「成功体験にもとづく自分の強み」については、「行動力」がテーマ
   ・r困難を乗り越えた体験からの学び」については、r協働」とr省察」がテーマ




   ・a）とb）から考えて導き、「志望の必然性」を記述する
   ・大学での研究分野についてわかりやすく説明
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                                  r創業型実践大学院工学教育概要」より
劣ンキュペ㎜彰望漠≡11一
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   ・工学研究科生が、ビジネスの基礎的な知識、流れを習得
   ・カリキュラムで得たノウハウを研究・就職活動・就職後の仕事に応用















    主専攻との関係で、長期間の実習を行うことに時間的な制約がある。
  ②試販売の実現
    実際には販売はされてなく試用ユーザーの調査にとどまっている。今後は、購入ユーザーに対す
    る効果測定を実施してマーケティング論講座に反映する必要がある。
  ③副専攻の社会的な価値向上
    受講生のモチベーション向上のためには副専攻授与は必要だが、社会や企業がどのように副専攻
    の価値を認識してくれるかは未知数。
  ④博士後期課程等に対するカリキュラム提供
    本プログラムから受講生が満足度を示した職業人意識に必要なカリキュラムについて博士後期課
    程やポスドク研究員にも波及できるような仕組みづくりが望まれる。
（5）筆者の観察からの改善提案
実際の講座体験や関係者へのインタビューから考えられる改善案を検討してみた。




















































































  米国経営学者 大学教授 現代マーケティングの第一人者として広く知られ、日本でも数多くの著書が翻
  訳されるとともに、解説本なども出版されている。顧客のセグメンテーション・ターゲティング・ポジシ
  ョニングを説くSTP理論や、マーケティングの4PにPeopユe・Pr㏄esses・Physical evidenceを加えた7P




  米国マーケティング学者 大学教授「ドリルを買いに来た人が欲しいのはドリルではなく穴である」とい
  う言葉を引用して顧客の本質的な欲求を質した。
注3）ピーター1ドラッカー（PeterDrucker）
  米国経営学者・社会学者  「現代経営学」、あるいは「マネジメント」の発明者と呼ばれる。日本でも多く
  の著書が訳され読まれている。
注4）サウスウェスト航空
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